社団法人　千葉県社会福祉士会
平成22年度第7回理事会議事録

1、 開催日時　平成22年12月5日（日）9：30～11：30
2、 場所　千葉県労働者福祉センター401会議室
3、 出席者　会長　神山

副会長　目黒、櫻井（勉）
　　　　　　事務局長　岡本
　　　　　　会員理事　（ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木、吉田

（総務委員会）鈴木、櫻井（絢）、五十嵐
（研修委員会）染野、周藤

（総合相談委員会）森池

（独立型社会福祉士委員会）川島

　　　　　　会員外理事　西城、石塚、池亀
　　　　　　代議員　出羽

委任状提出理事　丸
　　欠席会員外理事　石川　欠席代議員　須田、小榑、平野　欠席監事　君和田、林

4、 議題

（1） 報告事項に対する質疑
（2） 議事
1． 社団法人千葉県社会福祉士会負担金規則にかかる配分委員会準備委員について

2． 社団法人千葉県社会福祉士会役員選出規則の改正（案）について

3． 新公益法人制度に対する対応について

4． その他
5、 議事録

· 出席者及び資料の確認

・岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。
○ 委員会報告・・・資料参照。追加がある場合、発言をお願いする。
１．総務委員会広報部会
・新規事業のアイディアを会員から公募しているが、その中からワーキングチームを立ち上げた事業が2件。当初の公募では採用された場合に謝礼進呈、と記載していたが、ワーキングチームの立ち上げという時点で採用と同様扱いである。謝礼として図書カードの進呈をしたい。
· 議事
1． 社団法人千葉県社会福祉士会負担金規則にかかる配分委員会準備委員について
→承認決議は保留とする。委員未定の委員会があるため、次回理事会までに再提案する。
2． 社団法人千葉県社会福祉士会役員選出規則の改正（案）について

· 前回の選挙管理委員会からの提案をもとに改正案を作成。
· これまで立候補にあたり推薦者3名による推薦書が必要であったが、立候補しづらい状況である。推薦者1名への改正。
· 立候補業種の区分にあいまいな部分があるので、細則などで明確にする必要がある。

→3月の総会での提案を承認。

3． 新公益法人制度に対する対応について

（１）日本社会福祉士会の連合体への参加について

· 日本社会福祉士会が公益社団を目指すにあたり、3月の総会で連合体に参加するかどうか決議をおこなってほしいと連絡がきている。

· 支部法人自体を会員とする連合体ということで、そうなれば、日本社会福祉士会が今までおこなっていた名簿管理や会費の取り扱い、綱紀案件調査・処分など支部で対応しなくてはならない。

· しかし、すぐに対応が難しい支部にあっては、日本社会福祉士会へ業務委託という形をとることも可能。

→連合体へ参加することについて、3月の総会での提案を承認。
（２）千葉支部の公益社団移行について
· 千葉支部は公益社団を目指すか目指さないか、会員へのアンケートをとりたいと考えているが、点と線に意見公募のちらしを同封する予定。
· 賛成・反対だけのアンケートをとるだけでは、強い意見があった場合そちらに流されてしまう可能がある。会員ひとりひとりに公益社団を目指すメリットデメリットを理解いただいた上でアンケートをとれればより良いのではないか。

· ホームページに千葉支部が公益社団を目指す場合のメリットデメリットを分かりやすく会員向け資料を掲載し、意見公募実施。同時に各理事からメールでの意見の出し合い、委員会や部会があるときは部会員へ意見を聞くなど、会員が公益社団移行に関してのどのような考えを持っているか情報収集する。
→次回理事会にて、理事、会員の意見を参考にし、決議をはかることとする。

4． その他　
（１）社団法人千葉県社会福祉士会法人後見の実施に関する細則（案）について
· 臨時理事会にて指摘のあった項目についての、訂正、加筆説明（資料P16～18）

· 資料P29「（役割）法人後見チームは～運営委員会を代表してその権限を行使できるものとする」、の部分は削除が望ましい。権限を持つのはあくまで運営委員会であるべき。法人後見は理事会にはかる必要性がある重要な部分もあるため、事務業務については法人後見チーム、意思決定が必要な場合は運営委員会、そして理事会へという流れにする。
→指摘部分の文を削除、修正を前提に、承認。

（２）苦情受付案件について

・　現在、会員に対する苦情を受け付け、実際に対応しているケースが2件あるが、2件とも苦情申立書類を日本社会福祉士会綱紀委員会へ回付済みである。

